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学校再編協議会だより （右京・船津・延命）

発行者 学校再編協議会 会長：和田洋子 副会長：本田栄一、井上茂樹

第１２回 学校再編協議会（１２月３日）最終回 協議内容

平成２７年４月の開校に向けて残り４ヶ月を切りました。学校再編協議会も第１２回目を迎
え、最終回となり、各学校でも再編に向けての移動、受け入れの最終段階の準備に入りました。

協議会に先立ち、本市教育委員会を代表して安田教育長のご挨拶があり、その中で、協議会
委員の方々への協議会への参加と真摯な審議に対する感謝と新しい宅峰中学校の子ども達が１
日でも早く環境に慣れ、地域や保護者に愛され、市として誇れる学校を目指したいとの言葉が
ありました。

１ 校章の発表

校章作成小委員会から、第１１回学校再編協議会で承認を受けた校章デザイン原案作者の三浦
巨樹さん（延命中教諭）と補作者の城﨑清彦さん（右京中教頭：美術科）の紹介がありました。

また、校章が新しい校旗になったイメージが発表されました。

２ 校歌の発表

校歌作成小委員会から、前回の再編協議会の中で出された意見をもとに、作詞者の長友仍世さ
んに歌詞を再考いただいたこと、また、長友仍世さんに依頼した作曲も完成したことが報告され、
長友さん自身の歌唱による校歌が披露されました。
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３ 自転車通学について（報告）

自転車通学に関するアンケート結果の報告があり、自転車通学許可に「賛成」、「条件付き賛
成」の意見が９０％をこえていました。主な意見は次の通りです。

賛成意見：①距離が遠い人には便利である。
②部活動の練習時間の確保になる。
③不審者対策で自転車の方が安全。

反対意見：①交通量が多い地域で被害者、加害者になる交通事故の危険が伴う。
②どんなに気をつけていても交通事故は起こる。
③下校時に自転車の集団が一斉に校門を出ると危険なことが多い。

これらの意見を参考にしながら、自転車通学については次のような方針で進んでいます。

ただし、自転車通学は徒歩通学と比べ交通事故の危険性が増えます。そのため、自転車保険や
傷害者保険への加入を強く推奨します。また、交通ルールや自転車の乗り方などマナーの遵守は
もちろん、学校での安全指導は十分行っていく予定ですが、保護者や地域の方による交通安全指
導のご協力をお願いします。

（主な質問、意見） （ 回 答 ）
・学校周辺まで乗ってきて、地域に → 学校でも指導を行うが、地域からも声かけ、学校への

自転車を置いていくことがある。 報告等の協力をお願いしたい。
・車での送迎はどうするのか。 → 病気など特別の理由を除き、原則、徒歩を推奨する。
・ヘルメットの種類はあるのか。 → 白のＳＧマーク付きの通学用ヘルメットを着用する。
・誓約書は書かせるのか。 → 許可申請書中の誓約部分に記入いただき、自転車点検

に合格した者に自転車通学を許可する。
・自転車へのシールはあるのか。 → 鑑札番号付きのシールを貼る。
・危険性が高い場所の通学をさせるのか。→ より安全な通学ルートを検討する。

４ 学校再編協議会・関連会議等の活動実績（報告）

平成２５年６月５日の第１回学校再編協議会から約１年半にわたり、計１２回の会議を開催
し、施設整備や校名、校章、校歌などの協議を行ったこと、また、制服検討委員会や校章、校歌
の小委員会、さらには通学路の安全点検や施設の見学等の各種活動の実績報告がありました。

５ その他
（要望・質問） （ 回 答 ）

・校則についての確認（靴下の色） → 生徒指導委員会へ意見として伝える。
・ＪＲの踏切改修の計画 → 県からＪＲについて要望書提出済み、回答待ち。
・各学校の記念碑や資料の保存 → 地域からの意見等を聞いて対応する。

６ 会長・副会長あいさつ

和田会長
新校開校まであと４ヶ月となり、再編協議会を通じて、地域の方や保護者の方の支えがあ

っての学校であると実感しました。再編協議会での約一年半で、地域の方や保護者と方との
つながりが持てたことが大きな収穫になりました。新しい宅峰中学校への皆様の期待にそえ
るように、教育内容の充実に取組み、魅力あふれる宅峰中学校づくりを目指していきます。

本田副会長
子ども達は新しい学校に向けて期待と不安があるようです。その中で、子ども達は生徒会

を中心として、みんなで新しい学校を創り上げていこうとモチベーションを高めているとこ
ろです。３校が一つになって学力面、体力面、精神面で素晴らしい学校になるものと信じ、
課題を一つひとつ解決しながら、宅峰中が発展していくことを祈念しています。

井上副会長
教育とは子どもの未来を作っていく仕事であると思います。今回の再編は大牟田市の歴史

に残る事業であり、そのことに関われたことは大変幸せだと思います。大変なことも多かっ
たが、やりがいのあるものでした。地域や保護者の協力なしにはできないことであり、教育
観についてもいろいろと学ばせてもらいました。残り４ヶ月、有終の美を飾れるよう、しっ
かり取り組んでいきたいと思います。

【学校再編協議会事務局 右京・船津・延命中学校】

（１）原則として、徒歩通学を奨励する。

（２）部活動生徒は自転車通学を許可する。（部活動期間中のみの使用）

（３）自宅からの距離によって自転車利用を許可する。（校門から実測 1.5 ｋｍ以上）

（４）その他、身体的な理由がある場合は、学校長判断で許可する。


